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 わたしは、小さいころからぜんそくと食物アレルギーで、入いんばかり

していました。もう二十回ぐらい入いんしています。だから、びょういん

へ行くことも、ぜんぜんこわくないし、ちゅうしゃもへいきです。わたし

のたんとうの先生は、河辺先生といいます。目がねをかけていて、ちょっ

とムスッとした、顔をしています。わたしのお兄ちゃんの時からみてくれ

ていて、もう十四年もわたしたちの事を、みていてくれています。	
 

わたしは、この河辺先生が大すきです。	
 

理由は、やさしくて、おもしろいからです。先生と話をすると、わらえて

きます。お母さんが、「りこは、あんまり食べもんでこまっちゃう。」と、

先生に言うと、「おれも、ねぎとか野さいは、きらいだでいいぞ。ねぎな

んか、人間の食うもんじゃねぇ。」と、言うのでお母さんは、「先生おいし

ゃさんだもんで、何でも食べんといかんぞっていってくれんとダメじゃ

ん。」と、言います。わたしは、そう言うへん事を言うところが、おもし

ろくてすきです。	
 

わたしが運動で、やりたい事があると言うと「いいぞ。何でもやってみろ。」

とおうえんしてくれたり、バレエの発表会のしゃしんを見せると、「ずっ

とつづけとるのか。えらいなぁ。すばらしいなぁ。」と言って、ほめてく

れます。そんなところも大すきです。	
 

前にすごくひどいぜんそくで、みんながあわててた時も、「大じょうぶだ

ぞりこ。ゆっくり息をして、らくになるからなぁ。」と、安心させてくれ

ます。わたしの、体の事を一番わかってくれるんだなぁと思います。ぜん

そくとアレルギーがなおるまで、ずっと河辺先生がいいなぁと思います。	
 

これだけびょういんに通っていると、いろんなことをおぼえたり、かんご

ふさんから、いろんなことを教えてもらったりましす。そうしているうち

に「わたしもびょういんではたらきたいなぁ。」と思いました。それで「河

辺先生のようになりたいなぁ。」と思うようになりました。この前河辺先

生に「わたし河辺先生のあとをつぐで。」って言ったら「それは、ありが

たい。早くついでくれ。りこみたいな人が先生になれば、ぜんそくの子や、

食べれない子の気持がよくわかっていいなぁ。」と言ってくれました。お

母さんは、「おいしゃさんになるなら、めちゃめちゃべん強せんといかん

だよ。算数がきらいだなんていっとれんよ。」と言ってきました。だから、



わたしは、算数をできるようになって、もっともっとべん強しようと思い

ました。	
 

わたしが、おいしゃさんになるまで、河辺先生には、がんばっておいしゃ

さんをつづけていてほしいなぁと思います。わたしもがんばって、ぜんそ

くをなおして、じょうぶな体になって、たくさんの子どものびょうきをな

おせるおいしゃさんになれるようがんばります。いつか、河辺先生といっ

しょにおしごとできたらいいです。	
 

	
 

	
 

	
 


